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魚類の腸内細菌によるビタ

Ｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓｉｎｔｈｅｓｅｒｉｅｓｏｆｏｕｒｓｔｕdyonvitaminvicissitudebytheintestinalbacteriaoffish・
Inthemixedcultureofintestinalbacteriaofthecarp,theexistenceofcertaindegreeofvicissitude
inthiamineandriboHavincontentswasobserved,whichmaybeattributedtothebacterialactivity．

Somedecreaseofriboflavincontenｔｉｎｔｈｅｍｅｄｉｕｍ，however,istobeoccasionedbythechange
ofconditions，and,intheordinarystates,quiteasmallamountofriboHavinisexpectedtobesup-
pliedbytheactivityofthebacteria・Hencethesupposednecessitytosupplementthiamineand
riboHavin,especiallythelatter,tothecarpfbod･

ＴｈｅvicissitudeofthiamineandriboHaｖｉｎｉｓｔｏｂｅａｆｌｂｃｔｅｄｂｙｐＨｖａｌｕｅｉnthemediumbutthe
afmectionpatternisdiHbrentinthetwovitamins．

魚類のビタミン栄養に対して関心が持たれるようになったのは比較的近年のことで，すで

にいくつかの研究報告')~6）も出ているが，ビタミン自給に関連があると考えられる腸内細

菌によるビタミンの生産については，これまでは主として人間や，他のl'甫乳動物を対象とし

て研究され，魚類に関しては全く未知と言っても差支えない現状である．そこで筆者らはこ

の問題についての研究を始めた次第で，第１報7)ではコイの腸内細菌についてパントテン酸，

ニコチン酸およびビタミンＢ,2の消長を研究した結果を報告したが，引続きチアミンとリポ

フラビンにつき，前回と同様，コイの腸内細菌を混合培養した場合におけるこれらのビタミ

ンの消長を調べ，若干の知見を得たのでその結果を報告する．

実験方法

１．腸内細菌の培養

供試魚としては前報と同様コイ(Cylγ伽Scα秒joLINNE)を用い，無菌的に腸内容物を取出

し，培地，温度，ＰＨなどを異にした条件で腸内細菌の静置混合培養を行ない，所定時間毎

＊

＊＊

この報告の大要は昭和41年11月18日，日本水産学会九州支部大会で発表した。

鹿児島大学水産学部水産化学研究室（LaboratoryofFisheriesChemistry,FacultyofFisheries,Kago‐
shimaUniversity）
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に菌体を含むまま培地中のビタミンを定量してその消長を調べた．用いた培地は４種で，そ

の組成をＴａｂｌｅｌに示した．

Table１．Compositionofthemediumfbrthecultureofintestinalbacteria．

1０．０

０．７
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1０．０

Ｍｅｄｉｕｍ

Ingredients

1０．０

1.0

1000

６．８

４２ ３

5.0

0.1

0.1

ビタミンの定量はバイオアッセイ法によって行ない，ビタミン含量は前報の方法に準じ

assaytube当りの含量で表わした．

チアミンの定量：菌体を含む培地５，Jに濃塩酸１滴を加え蒸気浴上に１０分間加熱し，

約40.Ｃに冷却した後，０．１Ｍ酢酸ナトリウム緩衝液（ｐＨ４５）５，Ｊと，パパインおよびタ

カジアスターゼ各100ｍｇを加え，37.Ｃの瞬卵器中に約20時間放置後炉過し,炉液をｐＨ6.8

に補正して定量用試料とした。菌株としてはＬ・たγ〃e城ＡＴＣＣ３６，基礎培地はDIFCO製

培地を用いて比濁法によって測定した．

リポフラビンの定量：前記と同様の培地５ｍＩに０．１Ｎ-塩酸10,Jを加え，１５ｌｂに２０分

間加圧加熱分解後ｐＨ４．５に調整してＩＦ'過し，炉液のｐＨを６．８に補正して定量用試料とし

ビタミンの宝量2．
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た．菌株としてはＬ､cα”,基礎培地は前と同様DIFCO製培地を用い，比濁法によって測定

した．

結果および考察

1．チアミンの消長

培地１，２，３，４(ｐＨ6.8）で腸内細菌を混合培養した場合におけるチアミンの消長をFig.１
に示した．なお培養は１５o，25.,37.Ｃの３段階で行なった．
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培地１（ブイヨン培地）においてはチアミンにかなりの消長が見られ，培養開始後24時間
まで増加したチアミンは36時間後には減少し，その後培養時間の経過と共に増減が繰返され
る．このような経過は前の実験で見られたパントテン酸，ニコチン酸，ビタミンＢ,2のそれ
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と同様である．その変動の幅は比較的高温（25･および37.Ｃ）で培養した場合が大きく，

15ｏＣ培養の場合には極めて小さい．培地２と３においては，培地１の場合とはかなり異な

った消長を示し，培養開始後１２ないし24時間の間はチアミンは減少し，それ以後になって

始めて増加が見られる．その変動の幅は

培地２において大きく，培地３ではそれ

ほど大きくない．培地４においてはチア

ミン量は終始全く変化が見られず，前報

のニコチン酸，ビタミンB12の場合とは

非常に異なっている．このようにチアミ

ン量が増減し，あるいは増減を繰返すと

いうことは，コイの腸内にチアミン合成

菌，分解菌の両者が存在することを示し

ているものと一応解される．しかも培地

４で全く消長の見られなかったことから

考えて，チアミンの合成，分解に関与す

る菌はautotrophicな菌ではなくhetero‐

trophicな菌であろうと思われる．又，

培地，においては当初から増加が見られ

たのに，この培地に糖を添加した培地２

では当初逆に減少を示したことから見る

と，コイの腸内細菌はチアミンの消長に

対しては，かなり複雑な動きをし，培地

の組成がその消長に影響を及ぼすことが

わかる．

次にブイヨン培地を用い，培地のｐＨ

がチアミンの消長に及ぼす影響を実験し

た結果をFig.２に示した．

図によって培地のｐＨはチアミンの消

長にかなりの影響を与えることがわか

る．すなわちｐＨ6.0においては，ｐＨ6.8

の培地に見られた増加減少を繰り返すと

いう経過は辿らず，僅かではあるが漸増

の傾向を示す．ｐＨ8.0においてはチア

ミンの増加が著しく，合成菌の働きが活

発になることが窺われる。

以上の実験によってわかるように，コ

イの腸内細菌によるチアミンの消長は培

地の組成およびｐＨが大きく影響し，又

温度の影響も見逃せない．したがって．
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2４

イの腸内ではチアミンはかなり顕著に合成される場合がある反面，条件如何では逆に分解さ

れる場合のあることも想像されるので，後者の環境におかれる場合が多いとすれば，チアミ

ンの補足給与の必要‘性も生ずるものと思われる．

２．リボフラビンの消長

培地組成を異にした場合のリポフラビンの消長を実験した結果をFig.３に，又ブイヨン
培地を用い，ｐＨの影響を実験した結果をFig.４に示した．

培地１を用いて腸内菌を混合培養した場合は，初めの24時間までは変化が見られないが，

その後，他のビタミンで見られたと同様の増加減少を繰り返し，リポフラビンについてもコ

イの腸内に合成菌，分解菌両者の存在が推定される．しかし腸内に比較的近いと思われる培

地２と３においては，あまり大きなリポフラビンの増減が見られず，又培地４においては，

チアミンの場合と同様全く変化が見られない．次にFig.４に示されているように，培地の

ｐＨが変わるとリポフラビンの消長にかなり明瞭な影響が現われ，酸'性側（ｐＨ６．０）および

アルカリ′性側（ｐＨ8.0）では中性（ｐＨ6.8）の場合に比べて，リポフラビン増減の幅が狭
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摘 要

前報に引続き，コイの腸内細菌を組

成を異にする４種の培地で，１５．，２５o，

37。Ｃに静置混合培養した場合における

チアミンとリポフラミンの消長を検討

し，次の結果を得た．

１．コイの腸内にはチアミンおよびリ

ポフラビン合成菌，分解菌両者の存在が

推定される．

２．チアミンはコイの腸内では合成さ

れる場合もあり得るが，条件次第では分

解が優勢になって失なわれる場合のある

ことも想定されるので，これを補足給与

する必要も生ずるものと思われる．

３．リポフラビンは腸内細菌による自

給ということはあまり期待できず，した

がって餌料中にこれを含ませる必要があ

るように考えられる．

４．チアミン，リポフラビンともにそ

の消長は培地のｐＨによる影響を受ける

が，その模様は両ビタミンで必ずしも等

く，かつ変動の周期もいくらか長くなる

ようである．なおリポフラビンの場合は

培養温度の影響はあまり鋭くは現われて

いない．

以上の実験結果から判断すると，コイ

の腸内でリポフラビンが合成されるのは

かなり限定された条件の場合のみで，多

くの場合，腸内におけるリポフラビンは

合成と分解が寧ろ均衡のとれた状態にあ

って，腸内細菌によるリポフラビンの自

給ということはあまり考えられないので

はあるまいか．したがってコイがリポフ

ラビンを要求するとすれば，コイ用の人

工餌料にはリポフラビンを補足する必要

があるように考えられる．
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しくない．

終りに終始本実験に協力された福永洋子， 佐藤親志の両氏に深謝する．なお本研究は昭和
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